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保育所 ・幼稚園実習による保育専攻学生の育ち （V ）
一

実習状況を踏まえた実習指導の改善に向けて
一

〇廣瀬則子　　　　　三木知子　　　　　戸江茂博

（頌栄短期大学）　 （頌栄短期大学）　 （頌栄短期大学）

　　　　　　　　 儺 副

　保育職就業を目指す保育尋攻学生の育ち1こおよぼす

保育所、幼稚園実習の多大な影響につ い ては、 保育者

養成に携わる何れの者も明確に認識していることであ

る。我々はこれまで、様々 な制約 の ある中で、
“
何れの

学生にとっ ても できる限り実り多い実習を ビ
’
を基

準に置き、実習指導の充実、改善に努めてきた。また、

その試み、 効果の
一
端を発表してきた。 これまでの発

表として 、 実習園評価と学生の自己評価を記した レー

ダー・チャ
ートの実習後個別面言塒 における活用効果

につ いて G竇瀬他 ：1998 、200（））、2 年間を通し、

実習指導と進路相談、指導を融合、連携さぜる援助的

介入の必要性について （三 木他 ；2000 、 戸江他 ：

2002 ）、実習後の個別面談に加え、学生の 集団討議

による
“
気づきの 共有

”
の 必要性に つ いて （坂根 ：

2001 ）を挙げることができる。

　これまで我々は、主に保育専攻学生力tl呆育者の専門

性獲得覧 保育職就業へ向ず（の学習、意欲の 向上に実

習経験を生かすための援助的介入に焦点をあて検討し

てきたが、 実習園における個々の学生の実習状況によ

る影響につ いては取り上けて こなか っ た 。 例えば 戸

江他 （2（X）2）で1よ 保育職就業が 厮周「ご進行しなか

っ たと思われる学生を事例として取り上賦 2年間の

保育 ・保育職に関する慧識の変化につ いて検討し、対

人関係の形成に問題舫替んでいることを明らかにした。

特に、実習園の担当保育者との人間矧系のあり様力t
、

保育職就業意欲、保育者の専門性獲得に影響をもたら

すこ とを指摘したが、如何なる内容、状況下で実習を

行っ たかにつ い ては言及しなか っ た e 実習内容、 状況

は学生の育ぢに大いに関連することが容易に推測され、

詳細な検討が必要と考え、こ の問題を本稿で取り上げ

るこ とにした。

　しかし、 保育所、 幼稚園における実習状況は非常に

複雑である。学生は、 公、 私立の多くの園に分散し実

習するため、大きい実習経験内容の違い力徃 じてくる。

また、 発達途上の学生を実習に送り出すため 、 簀成校

の要望を実習園へ明確に提示できない事情も養成校は

抱えている。そこで、今後改善ずべき実習指導のあり

方に つ い て示唆を得るた鳳 まず保育所、 幼稚園実習

の実習形態につ いて実情を捉え分析し、問題点、課題

を明らかにすることを目的とし、 検討することとした。

　　　　　　　　　　鬮

（1）対象者 ：S 短期大学保育科学生 141 名。

（2 ）用 いた資料 1各学生が経験した実習につ い て、実

習状況、 実習中の学び 気づきなどにつ いて記述させ

た実習 レポート。各実習後の事後指導の時間に配布し 、

後日回収。実施時期1よ 保育所実習1 （保実∬、連続

2週間）後の 2001 年 6 月、および幼稚園実習 （幼

実、連続3週間）後の 2001 年 10 月。

　　　　　　　　鰓 乙嚠

　保実 1後、 幼実後の実習レポートに基づき、実習状

況を示したのが表1 、 表 2である 。 表中の数字1よ 実

習形態 〔全日実習と半日実習、部分実習、参加実習、 観

察実習 、実習日数別に体験者数を示したものである 。

な膩 全日、半E】の実習日数が 1 、 2 、 3日につ いて

は日数内訳を｛ ）内に示した 。 図 1 、 図2は、保実 J、

幼実における部分霙習の実習内容を分類し、その体験

件数を示したものである。

　表 1 、 2の 平均日数をみると、保実 1、幼実の両実

習ともに部分実習力L 番多く、次に参加実習であり、

全日と半 日実習は、保実 Irで は 2．3 日、幼実で は fi．9

日となっ ている 。 両実習ともに部分実習と参加実習が

多く、両実習に同様の 傾向力靭 られる。実習形態、実

習日数別にみると 、 学生によ っ ては実副犬況の違いが

かなりあるこ とがわかる 。 全日、 半日実習を経験して

いない者力滌 実 1では 20 名、幼実においては 29 名

いる。保実Eの 20名の うち部分実習が 5 日以下の者

が 11 名、 幼実 29 名の うち部分実習7 日以下の者が

15 名おり、実習期間中、半分の日数が勠 〔隈 習であ

り、日案を立てない状況にあると言える。これに対し、

保実1におい て全日、半日実習を5 日以上経験し、 参

加実習が 0 日（旙 が 5 名、幼実におい て全日 、 半日

実習を 5 日以上経験し、 参加実習が 2 日以下の者が 6

名である。また、保実 llと幼実の両実習あわぜて、全

日、半日実習を 1 日も経験して いな い学生が 6 名、

これに対し 9 日以上全日、 半日実習を経験している者

が ri　O人いる．以上の 結果は、 学生間に体験内容の格

差力啌 じていることを示すものと思われる。
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　次に図 1、2より部分実習の体験内容につ いて検討

してみる 。 保実［および幼実における部分実習の体験

総数は各々976 件、t158 件であっ た。 保実［では

絵本読みおよび手遊び力聨 を抜いて多く、絵本読みは

体験総数の 34．7％を占鳳 手遊びと合わせると全体

の 60．1％になる。幼実でも絵本読みと手遊びが 1位、

2位を占め 、 合わせて全体の 33．8％であるが、降園

活動と朝の集いが これに続き、 保実 1 との違い力吻 ら

れる 。 また 、 ピアノ実技に関しては、 多くはない力繰

実 1で 09 ％、 幼実で 3．5％あり、両者の違いがみら

れる。 また、

一
般に保育所保育では養護内容力強調さ

れるが 保実［では養護面の実習体験（昼食、おやつ、

午睡、排泄）は全体の 9。1％に留まっ ていることも指

摘できよう。 これは養護面の保育が中心となる 3 歳未

満児保育では複数担当が多く、実習生力靼 当する機会

が少ない ためで あろうと推測される。また、いわゆる

遊び以外の活動につ いてみると、保実［では 13．8％、

幼実では 27．3％となり、 幼実におい て生活や養護面

の実習機会力侈 いことが窺える。

　実習形態と日数、 実習内容のみで、多くを判断する

には危険を伴うと思われるが、 以上の結果より、 個R

の学生によ っ て実習体験に違い がにあり、 実習経験密

度に予想似上のバラツキがあること力嘲 らかになっ た。

この こ とより、 以下の こ とが指摘できる．1つ に、 実

習園と養成校との相互理解の増進が課題として拳げら

れる。このことは、1997 年の教育職員養成審議会の

第一次答申にも必要性力脂 摘されていることでもある。

各実習園では事情が異なり、実習状況も多様であるが、

養成校は本稿で取り上げた実習形態、実習内容等、様々

な情報を提示しつつ、両者で実習指導の改善に向けて

論議を深めていくべきである。すなわち、養成校によ

るアカウンタビリテ ィの必要性が求められよう。

　 2つに、実習園における実習慌 兄を踏まえた事前 ・

事後指導のあり方の検討が重要である。 例えば、責任

実習体験の多寡に関わらす、学生が実習による自己成

長 を主張する場合力侈 いため、面談の際、具体的な実

習状況につ い て言及しない ままになりやすい。今後の

課題として 、 事前 ・事｛纏 こ実習園における実習諸

状況についての情報を活用することが挙げられよう。

【文献】廣瀬他 1998 日本保育学会第 51 回大会研

究論文集 664 −665 ：廣瀬他 20（X ）日本保育学会第

53 回大痴 形輪 文集 602 −603 ：三木他 2（）00 日

本保育学会第 53 回大会研究論文篥 6C　4−605 ：坂根

他 200i 日本保育学会第 54 回大会研究論文集 ：戸

江他 2002 日本保育学会第55 回大会研究論文集

表1 保育所奚習 肛にお ける実習状況 　 （表 中の 数 値 は 人 数 を　す ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 習 形 　 　 　 　 （N ＝ 141）
一 一1… lllh − w
　 　 0日

実　1日

　 　 2日

習　 3日
　 　 4日

日　 5日

　 　 6日

数　7日

　 　 B日

　 　 9日

10日 以上

2026

〔全 11B 半 18 ｝

46 〔全 211 全 1半 123 半 2m

18 〔全3　s 全 2半 1・3 圭 1半 2・乃
131025010

1　　　 12　　 134

7　　　 9　　　 2
14　 　　 15　　 　 0

20　　 20　　　 2
21　　　 19　　　 2
19　　　 16　　　 0
22　　　 17　　　　 1
15　　　 14　　　 0

10　　　 8　　　 0
8　　　 8　　　 0
4　　　 3　　　 0

一

表2 幼稚 園実習における実習状況　 （表中の 数値は 人数を表す ）

　　　　　　　　 実 習 形 態 　 　 　 （N ＝ 138）
一 一 − 1
　 　 o日

実　 1日

　 　 2日

習　 3口

　 　 4 日

日　 5日

　 　 6日

数　 7日
　 　 8日

　 　 9日

10日以上

2942
〔全 137 半 15 ｝

27　〔全 2 　13 　全1半 1　12　半2 ．2｝

11 〔全 3 　8 全 2半 1　1 全 1半 22 ｝

111431000

平 均 日数　 19

件数

4ee35e30025e2eo150Ieo50

2　　 　15　　 93
4　　　12　　　 9
7　　　14　　　 7
11　　　 10　　　 7
17　　　13　　　 4
1S　　　 11　　　 4
22　　　 B　　　 7
17　　　11　　　 5
15　　　 7　　　 0
13　　　 14　　　 2
14　　　25　　　 2
61　　 5．4

不

明

素

話

昼

の

活

動

運

動
遊

び

受

け

入

れ

ピ

ア

ノ

排

泄

午

睡

降

園
活

動

朝

の

集

い

リ

ズ
ム

遊

び

ル

ー
ル

遊

び

紙
芝

居

お
や

つ

昼

食

歌

唱

視

聴
覚

造

形

手

遊

び

絵

本

0

図 1 保 実 皿に おける部 分実 習内 容別 の体験件数
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数件験体の別容内習実分部るけおに実幼2図
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